











































948 年の著書 Your Creative Power が初めとするもの２、










人数の人々が１時間ほどクリエイティブ ( 独創的 ) なイ




















































































































































































































.Alex F.Osborn,Your Creative Power,New York:Charles 
Scribner's Sons. 私が参照した邦訳は、Ａ . オズボーン ( 豊









3.Alex F.Osborn,Applied Imagination ,New York:Charles 
Scribner's Sons. 私が参照した邦訳は、Ａ .F. オズボーン ( 上





この論文では、Applied Imagination の出版年は 957 年とあ
るが、この著書の初出は 953 年 のようである。
5. 前出『創造力を生かす－アイデアを得る 38 の方法』では第
33 章「アイデア創造にふさわ しいチームの作り方 ｣（268-277
頁）、前出『独創力を伸ばせ』では第  章「グループの協力




8 ～ . 前出『独創力を伸ばせ』、07-08 頁。
2.H.S.Becker,Writing for Social Scientists ,Chicago:The 
University of Chicago, 986. 邦訳はハワード・S・ベッカー
（佐野敏行 訳）『論文の技法』講談社、996。
3. 今回、この論文を作成するために、関連文献の検索を行っ
たわけだが、その過程で、中野明が前出文献で「独りブレー
ンストーミング」を提唱していることを知った。中野の「独
りブレインストーミング」は、自分の思いをブレインストー
ミングの４原則を生かして書き出すという点では私の想定し
ているやり方と同じだが、「ストレス発散」という視点はな
いようである。中野の主張と本稿との違いについての詳細な
整理は今後の課題としたい。
4. ロブ＠大月『リストカットシンドローム』ワニブックス、
2000、20 頁。
5. 詳細は、小高良友「今どきの若者を理解する」、『東海学院
大学紀要』３号、200、 55-59 頁。
6. たとえば、西浦和樹・伊藤利憲・石井力重・田山淳・渡辺
諭史「創造性育成を目指した教育ツール開発と評価に関す
る研究－ブレインストーミング法によるストレス反応軽減
効果の検討」、『宮城学院女子大学発達科学研究』８、2008、
7-80 頁。池田和浩・渡邊裕子・安井朱美・西浦和樹「カー
ドゲームを用いたブレインストーミング法による心理的スト
レス低減効果の検証」、『山形大学紀要 （人文科学）』7(2)、
20、2-33 頁。
